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(目標達成状況を踏まえ、課題を整理）

まずは前例を作り、岩作地区の住民にモデルとなる事例を提供する。

目標達成状況

(目標・成果推移に対する達成状況や進捗状況など）

同意書回収率は中心線測量27/27で100％、境界確定測量23/29で79％であった。

課題

今
後

今後の
方向性、
改善点

（施策を実施するにあたって今後の方向性、改善点など）

他の地区及び市内全体で情報を共有し、狭隘道路の解消に伴い地域住民及び緊急車両が安全に通行出来るようにす
る。

環
境
変
化

他市町での取組状況や
施策を取り巻く環境変化

（他市町における同様の取組での特徴的な点、制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

・全国的に狭隘道路解消対策を実施している。
・県内のほとんどは後退用地を寄付にて受け付けている。

評
価

実績 実績

B 目標 目標 目標 目標 目標

優先順位1位の路
線の道路拡幅工
事を終了し、優先
順位2位の路線に
ついて、整備を進
めていく。

優先順位2位の路
線の道路拡幅工
事を終了し、優先
順位3位の路線に
ついて、整備を進
めていく。

実績 実績

まちづくり協議会開催19人
参加、岩作地区生活道路整
備協議会開催29人参加。
要綱を改定した。

沿線住民による仮同意
27人及び本同意23人を
得、中心線測量及び一部
の境界確定測量を実施し
た。

長期（おおよそ5年後）

A 目標 目標 目標 目標 目標

目
標
・
成
果
推
移

施策に係る取組 28年度 29年度 30年度 中期（おおよそ3年後）

狭隘道路の整備

岩作地区生活道路基本計
画に基づき、狭隘道路の要
綱を改定する。

優先順位1位の東島2号
線において、沿線住民に
よる仮同意及び本同意を
得、中心線測量及び境界
確定測量を実施する。 確定した用地につ

いて、補償費調査
及び用地購入を順
次進めていく。

（誰、何を対象にしているか）

岩作地区に生活する市民

施策の
意図

（対象をどのような状態にしたいか）

狭隘道路を拡幅することにより、幅４ｍの道路を確保し、地域住民及び緊急車両が安全に通行出来るようにする。

施策に係る
主なコスト

東島２号線中心線測量業務委託 東島２号線境界確定測量業務委託 2,0811,603

「あんしん」～助けがなかったら生きていけない人は全力でまもる～

政策分類 地域の安心安全をみんなでつくる

その他（関係法令、要綱等） 長久手市建築行為に係る後退用地等の確保及び整備に関する要綱

施
策
の
目
的
等

施策の
内容

（どのような施策なのか）

岩作地区生活道路整備基本計画に沿って、岩作東島２号線を優先道路として、緊急車両の通行が困難な狭隘道路を解
消するため、道路の拡幅整備を行う。

施策の
対象

長久手市行政評価票（S票：施策評価票）
施策番号 施策名 狭隘道路事業

総合計画

基本方針 リニモでにぎわい交流するまち

分野別項目 安全で快適な道路を整える

施策の進め方

施策開始の背景、経緯等
長年、狭隘道路で懸案事項となっている岩作地区の道路拡幅について、地域住民主体によるまちづくりの
方針を策定し、平成２７年に岩作地区生活道路整備基本計画を策定した。

基
本
情
報

改
善
状
況

前年度からの
改善点

中心線測量の仮同意書及び確定測量の同意書の回収において、密にリーダーと打合せを行い最新の情
報を共有した。

（何をどのような状態に改善したのか）

まちづくり
行程表

フラッグ


